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時間 録

9 時 ００ 分 キックオフ 観衆 者

晴 強 人 良好 主審 副審

曇 風 弱 工 不良 A1

雨 無 芝 泥沼 A2

0 0

3 0

先 先

○ × ○ ×

選 手 名 選 手 名

分 2 12 ＧＫ ＧＫ 1 3 分

分 * 2 3 3 ＤＦ ＤＦ 2 2 分

HT 分 1 30 ＤＦ ＤＦ 3 2 分

分 1 2 4 ＤＦ ＤＦ 4 2 分

40 分 1 1 28 ＤＦ ＤＦ 5 1 分

HT 分 2 7 ＭＦ ＭＦ 7 3 3 分

分 * 1 2 6 ＭＦ ＦＷ 9 3 分

分 1 2 8 ＭＦ ＭＦ 14 3 53 分

57 分 1 3 11 ＦＷ ＭＦ 15 2 1 71 分

分 1 1 1 9 ＦＷ ＦＷ 6 1 1 53 分

57 分 1 1 26 ＦＷ ＭＦ 11 2 1 1 分

番 分 3 1 ＧＫ ＧＫ 12 2 分 番

30 番 分 2 5 ＤＦ ＤＦ 10 3 1 分 番

28 番 分 3 22 ＤＦ ＤＦ 13 3 分 番

番 分 2 17 ＤＦ ＤＦ 19 3 分 15 番

26 番 分 1 3 10 ＭＦ ＭＦ 8 2 分 14 番

番 分 2 19 ＭＦ ＭＦ 16 3 分 番

7 番 分 2 20 ＭＦ ＭＦ 17 2 分 番

番 分 2 18 ＦＷ ＭＦ 20 2 分 6 番

11 番 分 3 13 ＦＷ ＦＷ 18 3 分 番

小計 合計 合計 小計

番 延後延前後半前半 前半後半延前延後 番

分 4 6 Ｇ Ｋ 2 3 分

分 4 1 Ｃ Ｋ 1 1 分

分 4 1 直接 ＦＫ 4 3 分

分 0 0 間接 ＦＫ 2 1 分

分 0 0 Ｐ Ｋ 0 0 分

45 分 分 分

57 分 分 分

78 分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

分 分 分

（ ） （ ）

大阪高体連サッカー部 会場責任者 主審サイン

公 式 記 録
三宅　愛 石橋　義之

第１試合

大
会
名

８０分 井手　優月

大阪高校総合体育大会〈女子の部〉
決勝リーグ 第３節 令和2年10月17日 (日)

石橋　義之　氏 天野　雄介　氏 梶谷　哲央　氏
会
場 J-GREEN堺 S7

天
候

状
態

審
判

第４の審判員

前田　貴史　氏

大 阪 学 芸 高等学校 後半 追 手 門 学 院 高等学校

【チーム名】 kick off

3

前半

0

【チーム名】 kick off

背番号 背番号

PK戦

シュート（得点者は＊印）
学
　
年

背
番
号

位置
背
番
号

時間 時間

交代
延長後半 延長前半 後半 前半

酒井　優羽 齋藤　美祐季

後半 延長前半 延長後半
交代

学
　
年

シュート（得点者は＊印）

前半

米田　京 小堀　奈緒

内田　衣泉 森　早苗

木村　結衣子 島野　杏梨

川上　七夏 徳弘　海羽

佐藤　千優 平井　さくら

中川　瑚々 山下　妃華

雪山　琴未 石川　真愛永

朝倉　加奈子 三浦　めぐ

小川　由姫 草水　胡桃
交代 西野　なずな 太田　凪砂 交代

江口　奈々美 大内　理桜菜

茶谷　優心 吉川　渚

選手 選手

石田　心菜 西尾　今日子

川島　真代 冨江　満帆

西山　紗生 中内　花咲

和田　夏帆 余根田　彩香

三好　華乃 竹内　しずく

吉尾　香音 堤　楓花

鈴木 雛子 梶　遙夏

警・退 時間 氏　　名 事由 合計

6 5 11

チーム合計 合計 警・退 時間 氏　　名 事由

8 5 3シュート数

5 2

10 5

0 3

5 7

得
　
点

時間 チーム 得点者 アシスト 時間 チーム 得点者

0 0

アシスト 時間 チーム 得点者 アシスト

大阪学芸 木村　結衣子 小川　由姫

大阪学芸 朝倉　加奈子

大阪学芸 和田　夏帆

　3点差以上の勝利で今大会2位に滑り込める追手門学院と、リーグ敗退は決まってしまったが、何としても追手門のそれを阻止したい大阪学
芸のリーグ最終戦。追手門が気持ちのこもった守備で序盤から仕掛ける。積極的にボールを奪いに行き中盤で学芸の攻撃の芽を摘むと、シン
プルに前線へボールをつなぎ、バイタルエリアへボールを運ぶ。しかし、決定機を作るがスリッピーなグラウンド状況に加えて、パスやコン
トロールの質と精度に欠け、決定機をものにできない。対する学芸は、序盤こそ勢いに押されてリズムに乗れなかったが、徐々に追手門のプ
レッシャーを攻略し始める。豊富な運動量で中盤を支配し始めると、MF⑥朝倉を起点として、学芸らしい長短織り交ぜたパスサッカーで立て
続けにゴールを奪う。何としても得点の欲しい追手門は積極的に選手交代をすることで運動量の活性化を図る。しかし、学芸のリズムを止め
るに至らず、試合を決定づける3点目が決まってしまう。追手門は序盤でのチャンスを生かせなかったことが悔やまれた。ゴール前における
ラストパスの質や、バイタルエリアにおける落ち着いたプレーの差が勝敗を分けた。最後まで気持ちのこもった全力で戦い抜いた両チームの
健闘を讃えたい。

戦評者氏名 水津　雅夫 勤務先又は所属　 佐 野 工 科 高 等 学 校

交 代 要 員交 代 要 員


